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平成29（２０１７）年  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
市
政
運
営
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
、
改
め
て
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
、
こ
れ
か
ら
も「
し
あ
わ
せ
を
実

感
し
な
が
ら
、
住
み
続
け
た
い『
誇
れ
る
ま
ち
』」

の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
、
三
次
高
校
出
身
の
金か

ね
と
う藤
理り

え絵
さ
ん
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
水
泳
競
技
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、
三

次
市
出
身
の
川か

わ
も
と本
翔し

ょ
う
た大
さ
ん
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
自
転
車
競
技
で
８
位
入
賞
と
い
う
快
挙
が
相
次

ぎ
、大
い
に
励
ま
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
病
児
保
育

を
開
始
し
、７
月
か
ら
は
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
を
高
校
３
年
生
ま
で
に
拡
充
し
ま
し
た
。
従

来
か
ら
の
保
育
利
用
料
の
軽
減
、
不
妊
治
療
費
の

助
成
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
誘
致
の
面
で
は
６
月
に
１
社
、
８

月
と
９
月
に
も
そ
れ
ぞ
れ
１
社
と
立
地
協
定
を
交

わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
成
果
と
し
て
、
こ
の
５
年
間
で
は
７
社
が
進

出
し
、
昨
年
10
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
１
・
80
倍

と
な
る
な
ど
、
雇
用
の
創
出
が
進
ん
で
参
り
ま
し

た
。
昨
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
転
入
と
転
出
の

動
き
で
は
、
転
入
者
数
が
90
人
上
回
る
と
い
う
結

果
と
な
り
、特
に
20
代
・
30
代
の
、い
わ
ゆ
る「
子

育
て
世
代
」が
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
実
り
、
厳
し
い
環
境
が
続

く
中
に
も
、
将
来
に
向
け
た
明
る
さ
が
見
え
つ
つ

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
Ｊ
Ｒ
三
江
線

の
廃
止
が
決
定
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る

廃
止
の
意
向
が
表
明
さ
れ
て
以
来
１
年
間
、
沿
線

６
市
町
が
結
束
し
て
、
終
始
一
貫
、
鉄
道
の
存
続

を
求
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
鉄
道
事
業
法
が
大
き

な「
カ
ベ
」と
な
り
、
望
み
が
絶
た
れ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
生
活
交
通
の
確
保
を
第
一

に
、
代
替
バ
ス
を
中
心
と
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス

テ
ム
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
誇
れ
る
ま
ち

ス
テ
ー
ジ
２
」と
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
子
育
て
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
み
、

昨
年
に
続
き
、「
住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
み
た
い
」

と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
22
世

紀
を
創
造
し
て
い
く
人
材
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を
、

そ
の
成
長
段
階
に
応
じ
て
全
力
で
応
援
す
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

５
年
先
・
10
年
先
を
見
据
え
て
、
三
次
の
未
来

を
拓
く
た
め
に
、
①「
新
た
な
産
業
団
地
」の
確

保
、②「（
仮
称
）み
よ
し
ア
グ
リ
パ
ー
ク
」の
整
備
、

③「
元
広
島
県
種
鶏
場
跡
地
」の
活
用
、
④「
県

立
中
高
一
貫
教
育
校
」の
誘
致
、
⑤
各
地
域
で
一

定
の
拠
点
施
設
を
形
成
す
る「
地
域
の
拠
点
づ
く

り
」か
ら
な
る
、「
拠
点
性
を
活
か
し
て
、
三
次
の

未
来
を
拓
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
、
着
実
か
つ
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
起
業
・
就
業
を
支
援

す
る「
女
性
活
躍
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」

な
ど
の
展
開
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
、
女
性
が
活

躍
す
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

未
来
の
三
次
市
民
に
夢
の
持
て
る
地
域
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
持
続
性
の
向
上
と
新
た
な
可

能
性
の
創
出
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
日
頃
の
市
政
へ
の
お

力
添
え
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
幸
多
き
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三次市長

増
ま す

田
だ

　和
か ず

俊
と し
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新年のごあいさつ
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で

の
明
る
い
話
題
が
印
象
強
く
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
25
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
競
泳
女
子
２
０
０
メ
ー
ト

ル
平
泳
ぎ
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
三
次
高
校
卒
業

生
の
金か
ね
藤と
う
理り

絵え

さ
ん
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車

競
技（
パ
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）で
８
位
入
賞
さ
れ

た
三
次
市
出
身
の
川か
わ
本も
と
翔し
ょ
う

大た

さ
ん
の
活
躍
に
、
大

き
な
感
動
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
三
次
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ

る
福ふ
く
原は
ら
忍し
の
ぶ

さ
ん
と
田た

中な
か
大だ
い
輔す
け
さ
ん
の
引
退
に
対
し

て
は
、お
二
人
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

経
済
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
の
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
当

選
し
、今
年
、ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
ま
す
が
、

選
挙
戦
で
示
し
た
保
護
主
義
的
な
貿
易
政
策
や
ド

ル
安
志
向
を
打
ち
出
せ
ば
、
大
幅
な
円
高
や
輸
出

収
益
の
減
少
を
通
じ
マ
イ
ナ
ス
影
響
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。

県
内
の
雇
用
情
勢
は
着
実
な
改
善
を
続
け
て
お

り
、
個
人
消
費
に
つ
い
て
は
底
堅
く
推
移
し
て
い

る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
次
市
に
お
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券「
三
次
藩
札
」の
発
行
事
業
な
ど
に
よ
る
消
費

喚
起
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
次
市
で
交
差
す
る
２
本
の
高
速
道
路

「
中
国
や
ま
な
み
街
道
」と「
中
国
縦
貫
道
」や
、

広
島
空
港
連
絡
バ
ス
運
行
社
会
実
験
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
の
向
上
が
、
企
業
・
商
業
活
動
の
活
性
化
や

入
込
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
懸
案
で
あ
っ

た
三
次
工
業
団
地（
Ⅲ
期
）の
分
譲
も
、昨
年
、全

区
画
の
立
地
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

新
た
な
産
業
団
地
の
確
保
に
向
け
適
地
の
調
査
検

討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
。

市
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
に
改
選
が
あ

り
、
初
当
選
の
６
人
を
含
む
24
人
に
よ
る
新
し
い

議
会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

改
選
後
、
議
長
の
諮
問
と
し
て
３
つ
の
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
推
進

し
て
き
ま
し
た
議
会
改
革
は「
議
会
改
革
推
進
特

別
委
員
会
」を
設
置
し
、
自
由
討
議
の
実
施
や
予

算
決
算
常
任
委
員
会
の
あ
り
方
な
ど
の
項
目
を
審

議
し
、
更
な
る
改
革
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
調
査
研
究
な
ど
を
審
議

す
る「
地
域
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員
会
」、
そ

し
て
第
３
次
行
財
政
改
革
の
進
捗
管
理
な
ど
を
審

議
す
る「
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」を
設

置
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
重
視
し
た
政
策

検
討
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会
報

告
・
懇
談
会
な
ど
を
活
用
し
た
市
民
の
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
の
効
率
的
な
収
集
方

法
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
政
務
活
動
費
関
連
の

詳
細
な
公
開
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
幸
せ
な
生
活
を
守
る
た
め
、
議
員
一
同
、

市
民
代
表
で
あ
る
そ
の
役
割
と
責
任
を
し
っ
か
り

自
覚
し
、
議
員
活
動
の
質
や
政
策
形
成
能
力
な
ど

ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
し
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三次市議会議長

亀
か め

井
い

　源
げ ん き ち

吉

広報みよし 2017.1月号3



02 平成 29 年　新年のごあいさつ

04 PICK UP
▶募集中！「花の里づくり」
▶みよしことばフェスタ×
　みよし教育フェスタを開催します

06 みよしスペシャルトピックス

07 みよしで暮らそう！

08 すこやか情報

12 子育て応援隊

14 エコでいこう！

15 インフォメーション

21 きりこちゃんオススメ! おでかけガイド

24 各種相談

26 スポーツ大好き！

27 図書館ニュース・人口ほか

28 出張！なんでも鑑定団 in 三次

「あっ! いたよ」鳥たちの姿をキャッチ
今月の表紙

双眼鏡を構えて観察をしている時の1枚。見えたのは、翼
を広げて上空を旋回するミサゴや水面にたたずむミコアイ
サなど。子どもを肩車している藤

ふじかわ
川正

まさむね
宗さん（写真中央、

三良坂町在住）は、「子どもたちに鳥の種類や色・姿を見
せることができた。自然豊かな環境で生活していることを
改めて実感した」と、笑顔で話してくれました。
右上の写真は、観察小屋から約200m手前で、こずえに
止まっているカワラヒワを観察する参加者の皆さん。
※７ページに関連記事を掲載しています。

「冬鳥観察会」が12月17日
（土）、灰塚ダム知

ち わ
和ウェット

ランド（吉舎町）で開催されま
した。参加者は展望所や観察小
屋のある往復約３㎞のコースを
歩いて回り、この日、23種の野
鳥の姿や鳴き声を楽しみまし
た。表紙の写真は、知和大橋で

1月2 0 1 7

申請・問 地域振興課地域づくり係
　　　　☎（0824）62-6395　 （0824）62-6235

申・問 都市建築課都市計画係
　　　☎（0824）62-6160　 （0824）62-6166

C O N T E N T S
もくじ

募集中！「花の里づくり」
花の里みよし推進事業補助金

サクラ植樹用苗木を交付

尾関山公園の桜再生
ワーショップ参加者を募集

市の花「サクラ」や市の木「モミジ」の植栽・管
理に取り組む活動を支援します。
●補助対象団体　住民自治組織、NPO法人、
　　　　　　　　市民等で構成する任意の団体
●対象事業
　①サクラまたはモミジの植栽費用
　②�これまでにこの事業で植栽した樹木の維持管
理費用

【注】人件費（給料・手当・賃金等）、食糧費、土地購入費は対象になりません。

●�補助金額　補助対象経費の10分の10
　（植栽：上限100万円、維持管理：上限10万円）
※３月10日（金）をめどに実績報告書を提出してください。

市の花「サクラ」の苗木を植栽・管理できる方に、
無料で苗木を交付します。
●交付対象者　三次市内に植栽が可能な個人
●樹　　種　オオシマザクラ・エドヒガン（予定）
●交付上限　１人につき５本まで
●申請締切　２月３日（金）※最終日までの消印有効
●交付時期　３月中旬頃（予定）

尾関山公園の桜を未来に残すためのワーク
ショップを開催します。桜の植生管理に関心のあ
る方は、ぜひご参加ください。
●と　　き　１月31日（火）14時～16時30分
●と こ ろ　三次コミュニティセンター
●参 加 費　無料
●定　　員　30人�※定員になり次第、締め切ります。
●申込期限　１月20日（金）
●申込方法　�電話かFAXで、住所、名前、電話番

号をお知らせください。

申請前に市ホームページ等で「交付要綱」を
ご覧ください。

※�市役所本庁・各支所に備え付け、または市ホームページからダウ
ンロードした申請書に記入・押印し、提出してください。

【注】植樹地は、土地の所有者に承諾を得た場所に限ります。

検 索
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～ふるさとを愛し、誇りに思い、夢を実現する子どもを育てる～
みよしことばフェスタ×みよし教育フェスタ
� を開催します
●と　き　１月29日（日）　�
●ところ　三次市民ホールきりり ※託児あり（ご希望の方は事前にお問い合わせください。）

学校・家庭・地域の中で、豊かなことばの力を身に付けてい
る子どもたちの姿を紹介します。
●内　容
　•みよしことばフェスタ作品コンクール「表彰式」
　•子ども司書＊による発表　活動報告と本の読み聞かせ
　　　＊「子ども司書」とは、子ども版の図書館司書のことです。

コンサート＆トーク
　�トランペットの演奏と、音楽家としての道を歩もうとされた
きっかけや、これからの夢などについて語っていただきます。
　●出　演　宮

みや

本
もと

　弦
ゆづる

　さん
　【Profile】　�三次高校出身、東京音楽大学を首席で卒業。現在、

名古屋フィルハーモニー交響楽団の首席トラン
ペット奏者として活躍中。

問 学校教育課教育指導係　☎（0824）62-6187　 （0824）62-6288

入場
無料

みよしことばフェスタ　10時～ 12時　

みよし教育フェスタ　13時30分 ～ 16時　

三次市内の小・中学生による発表と三次市出身のトランペット奏者のコンサート＆トークを通
して、学校・家庭・地域が一体となって進めるみよしの教育について考えます。

児童・生徒発表
　◦八幡小学校「八幡子ども太鼓」
　◦塩町中学校「職場体験学習」
　◦甲奴中学校区「『山里から世界へ』プロジェクト」
　◦吉舎中学校「小・中・高等学校合同クリーン活動」と「きさ音楽祭」
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MIYOSHI BASEBALL FESTIVAL実行委員会と３
さん

４
よん

４
よん

プロジェクトの主催で、広島東洋カープの選手によ
る野球教室が開催され、市内13チームの少年野球チームから約240人の参加がありました。

参加した子どもたちは、永
なが

川
かわ

勝
かつ

浩
ひろ

選手・梵
そよぎ

 英
えい

心
しん

選手・白
しら

濱
はま

裕
ゆう

太
た

選手・上
うえ

本
もと

崇
たか

司
し

選手から打ち方や投球方
法について直接指導を受けることが出来ました。新たなプロ野球選手の誕生が期待されます。

また、中日ドラゴンズとオリックス・バファローズに合わせて10年間在籍した、田
た

中
なか

大
だい

輔
すけ

さんの引退セレ
モニーが行われました。三和ジュニアクラブとの一打席勝負などサプライズな演出もあり、感動的なセレモ
ニーとなりました。

M
ミ ヨ シ
IYOSHI B

ベ ー ス ボ ー ル
ASEBALL F

フ ェ ス テ ィ バ ル
ESTIVAL 2016

（三次きんさいスタジアム）

三和町の子どもたちから花束の贈呈を受ける田中大輔さん

梵選手の打球の行方を追う子どもたち

12 3
土

12 4
日

「2016スピーチ交流会～S
ス ピ ー チ
peech E

エ ク ス チ ェ ン ジ
xchange M

ミ ー テ ィ ン グ
eeting～」で

中学生・高校生が英語で自分の思いや考えを表現（三次市役所）

（一財）三次国際交流協会の主催によるスピー
チ交流会が開催され、市内の中学生・高校生
17人が参加しました。

中学生は「私の好きな三次の四季」「私が頑
張っていること」を、高校生は「将来の夢」をテー
マに、担当教員や保護者の皆さんが見守る中、
一人ずつ英語でスピーチを行いました。

中学1年生の部
（一財）三次国際交流協会理事長賞 野

の
　島

じま
　芹

せり
　奈

な
　（三良坂中学校１年）

三次市長賞　　 藤
ふじ

　谷
たに

　友
ゆ

　唯
い

　（十日市中学校１年）

中学2・3年生の部

（一財）三次国際交流協会理事長賞 割
わり

　下
した

　　　瞳
ひとみ

　（吉舎中学校３年）

三次市長賞 得
とく

　津
つ

　京
けい

　佳
か

　（甲奴中学校３年）

三次市教育委員会教育長賞 山
やま

　下
した

　由
ゆ

美
み

子
こ

　（三次中学校３年）

（一財）広島国際文化財団理事長賞 伊
い

　藤
とう

　梨
り

　花
か

　（十日市中学校２年）

高校生の部 審査員特別賞 土
ど

　居
い

　　　愛
こころ

　（三次高校２年）

受賞者 （敬称略）
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三次市移住者新築等奨励金を
ご活用ください！

定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ31

問 定住対策課定住対策係　☎（0824）62-6129　 （0824）62-6235

市外に在住の方が、三次市に定住の目的で住宅を新築して移住した場合、住宅部分の固定資産
税の納税額に相当する額を５年間、奨励金として交付します。

対象者・交付要件
次のすべての事項に該当する方と家屋が対象です。
①三次市への転入・定住目的で新築した家屋であること
②新築または購入物件の利用が営利目的でないこと
③対象家屋に対して初めて固定資産税が賦課される時の所有者と申請者が同一であること
④住民登録後も居住し続ける意思がある方
⑤申請者の世帯全員が市税等に滞納がない方
⑥住民登録をした日から前１年以上、市内に住民登録および居住実態がない方
⑦住民登録をした日から３年以内に新築の住宅を取得した方

【注】移住者住宅所得支援事業補助金を受け取られた方は、対象となりません。

申請方法
　毎年度、申請が必要です。固定資産税を完納後、所定の申請書を定住対策課（東館４階）に提出
してください。
●平成28年度分の申請期限　３月10日（金）
※詳しくは、お問い合わせください。

※�市役所本庁から灰塚ダム知和ウェットランドまで車で約30分。知和管理棟では室内からウエッ
トランドが一望できます。望遠鏡・双眼鏡や参考図書などもありますので、気軽にご利用くだ
さい。詳しくは、お問い合わせください。

知和管理棟からウエットランド＊の周囲を歩く、往復約３㎞のコースで冬
鳥観察会が開催されました。市内外からの参加者21人は、漆

うるし
谷
だに

光
こう

名
めい

さん（日
本鳥類保護連盟三次地方分会長）の解説を聞きながら、空を舞うミサゴやト
ビ、水辺を泳ぐマガモら、合計23種の野鳥の姿や鳴き声を楽しみました。
＊ウエットランドは、たくさんの生き物が生息できる湿地や水辺があるところです。

いろいろな種類の野鳥を観察できた「冬鳥観察会」
（灰塚ダム知

ち
和
わ

ウェットランド）

展望所で双眼鏡を構え水鳥を観察する参加者の皆さん ヨシガモ♂（オス）

12 17
土

問 灰塚ダム知和ウェットランド（吉舎町知和）
 　☎・ （0824）43-2324　休館日：木曜日

いたぞ！
あの鳥は
何だろう？
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健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

エイズ検査・相談
２月９日（木）
受付時間

13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎
第３庁舎）

三次市十日市東
4-6-1

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

血液と尿を中心にした検査で、糖尿病、高血圧、脂質異常症、肝臓病など
がわかる健診です。
●受診方法　①�市内では下記の医療機関で受けられます。直接医療機関へ

ご予約ください。
　　　　　　②�持参物：三次市国民健康保険被保険者証・特定健康診査受

診券（ピンク色）
●健診費用　無料（国保が8,330円の検査費用を全額負担します。）
●受診期限　２月28日（火） ※終了日が近くなると混み合います。

40歳～74歳の三次市国民健康保険に加入の方へ
国保無料特定健診を受診しましょう

地　域 医療機関名 お問い合わせ

三次町

荒瀬外科 ☎（0824）62-2001

佐々木医院 ☎（0824）62-2824

箕岡内科医院 ☎（0824）62-3183

十日市

岡崎医院 ☎（0824）63-5307

こね森内科医院 ☎（0824）65-1071

清水医院 ☎（0824）65-2151

瀬山備北内科 ☎（0824）63-1311

内科外科鳴戸医院 ☎（0824）62-3011

野村内科医院 ☎（0824）62-2820

福原内科胃腸科 ☎（0824）62-2303

堀川レディース
クリニック ☎（0824）63-9412

松尾整形外科
リハビリクリニック ☎（0824）63-3380

八次

大倉医院 ☎（0824）62-1321

近藤医院 ☎（0824）62-2681

藤谷クリニック ☎（0824）63-7227

地　域 医療機関名 お問い合わせ

酒屋 いとう内科クリニック ☎（0824）64-8880

和田 佐竹医院 ☎（0824）66-1013

川地 重信医院 ☎（0824）68-2020

川西 川西診療所 ☎（0824）69-2009

三良坂町
たかば内科医院 ☎（0824）44-2025

高場クリニック ☎（0824）44-2057

吉舎町

田中医院 ☎（0824）43-2109

星田医院 ☎（0824）43-2581

三浦クリニック ☎（0824）43-2020

甲奴町 甲奴診療所 ☎（0847）67-2101

布野町 中村医院 ☎（0824）54-2006

三和町 津島医院 ☎（0824）52-2116

君田町 君田診療所 ☎（0824）53-2020

作木町 作木診療所 ☎（0824）55-3651
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問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

申・問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

自然を楽しみながらウォーキングしましょう！
と　き 集合場所 歩行距離（予定）

地域ウォーキング
三次市内の自然を楽しみましょう

１月20日（金）
受付９時30分～ みらさか竹工房はなかご��駐車場 約3.5㎞

１月31日（火）
受付９時30分～ みよし運動公園　陸上競技場前 約5.0㎞

２月14日（火）
受付９時30分～ 粟屋西自治交流センター 約4.0㎞

探鳥ウォーキング
冬鳥を見に来ませんか

１月27日（金）
受付９時30分～ 尾関山駐車場 約5.1㎞

２月７日（火）
受付９時30分～ 八次・すい・すい広場 約4.0㎞

※事前申し込みは不要です。荒天時は中止します。

こころの健康づくり講演会
限界をつくらない考え方
～イチローや錦

にし
織
こり

圭
けい

に学ぶメンタルの極意～
世界で活躍するトップアスリートたちから“メンタルの極意”を学び、
昨日とは一味違う“自分”に変わってみませんか？
●と　　き　２月26日（日）13時30分～
●と こ ろ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
●講　　師　児

こ
玉
だま
　光
みつ
雄
お
さん

●申込方法　�電話かFAX（名前と電話番号を明記）でお申し込みください。
※定員有り
※�要約筆記や手話を必要とされる方は、２月６日（月）までにお申し込みください。

�

学
生
時
代
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

し
て
活
躍
し
、
全
日
本
選
手
権
に

も
出
場
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

務
め
、フ
ジ
テ
レ
ビ「
ホ
ン
マ
で
っ

か
⁉
Ｔ
Ｖ
」に
出
演
。
主
な
著
書

は
、ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た「
イ

チ
ロ
ー
思
考
」な
ど
。
日
本
で
数

少
な
い
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
指

導
者
の
コ
メ
ン
ト
分
析
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
中
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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問 健康推進課健康企画係
 　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

「三次市受動喫煙防止対策ガイドライン」
を策定しました
―�やめようタバコ! なくそう受動喫煙！―
●ガイドラインの目的
　�　喫煙者と非喫煙者がお互いの立場を理解・尊重し、すべての人
が安全・快適に過ごすことができる環境づくりを行い、特に公共
的な施設については、受動喫煙＊による健康への悪影響を未然に
排除し、市民の健康増進を図ることを目的とします。市民・関係

市が設置管理する公共施設
原則として建物を含む敷地を禁煙とし、敷地内には喫煙場所を
設置しません。ポスターなどで周知します。

公共施設以外の多くの人が利用する施設
禁煙を最優先とし、困難な場合は受動喫煙防止対策に配慮した
喫煙所＊・分煙室等を設置します。

者（団体）・市の三者が、それぞれの役割を主体的・積極的に果た
し、一体となって取り組みを進めていくための指針です。

●施設管理者は、禁煙・分煙・喫煙の表示を行います。
●事業者は、利用者だけでなく従業員の受動喫煙防止に努めます。
●子どもや妊婦のいる家庭内や車内の受動喫煙防止について啓発します。
●ポイ捨てや歩きたばこ（路上喫煙）など喫煙マナーを徹底します。

＜表示例＞

＜表示例＞

NO SMOKING

施設管理者

敷地内禁煙

＊喫煙所は入口等から直線で７メートル以上離すこと。
※禁煙・分煙の内容についての表示が必要です。

詳しくは、お問い合わせください。

＊�受動喫煙とは、本人は喫煙しなくても、他人のたばこの煙を吸わされてしまうことをい
います。
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シリーズ
第  　 回58 み ん な の 介 護 保 険

介護保険制度の改正により、今年４月から、要支援１・２の方が利用できる介護保険サービスの
一部が、国の基準から市の基準で実施する「介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）」
に変わります。また、地域の実情にあったサービスが提供できるよう、市が独自に行う住民主体
の支援サービスを行うことができるようになります。

介護予防サービスの一部が、介護予防・日常生活支援総合事業
（新しい総合事業）に変わります

問 高齢者福祉課介護保険係　☎（0824）62-6387　 （0824）63-2809

新しい総合事業に移行後も、介護事業所によるサービスの内容はこれ
までのものと変わりません。

項　目 内　容

介護事業所による
訪問型サービス　

ヘルパーが訪問し、食事・入浴・排せつの介助などの身体介護や、�掃除・洗濯・
調理などの生活援助を行います

介護事業所による
通所型サービス　

デイサービスセンターなどで、食事や入浴などの介助や、体操や筋力トレーニング
などの機能訓練を行います

住民主体による　　
サービス（検討中）＊

住民ボランティアが行う生活支援（掃除、洗濯、買い物等）の訪問型サービスや、
住民運営による通いの場の通所型サービス

サービスの利用方法 要支援１・２の認定を受けると、地域包括支援センターのケアマネジャーと話し合
いを行い、サービス利用計画を立てて、サービスを利用します

利用者の負担 原則１割負担（一定以上の所得がある方は２割負担）
＊�住民主体のサービス…住み慣れた地域で安心して暮らしていけるように「地域包括ケアシステム」の構築に向けて、医療・介護の
専門職だけでなく、住民の力でお互いに支え合っていく取り組みとして検討しています。

国の基準

◆予防給付（要支援1・2） ◆予防給付（要支援1・2）

◆介護予防・生活支援サービス事業
新しい総合事業（ 要支援１・２）

３月まで 今年４月から
国の基準

市の基準

訪問看護、福祉用具等訪問看護、福祉用具等

•訪問介護サービス
　（ホームヘルプ）

•通所介護サービス
　（デイサービス）

訪問型•通所型サービス

訪問型•通所型サービス
介護事業所による

住民主体による
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※ 対象者の内、昨年10月１日から12月末日までの間に任意接種した方は、払い戻しを受けることができますので、詳しくはお問い
合わせください。

平成29年１月から
Ｂ型肝炎ワクチン予防接種（任意接種）の
費用助成を行います

　昨年10月１日から定期予防接種が始まりましたが、平成29年１月から希望者に任意予防接種
費用を助成します。
●対 象 者　�平成28年３月31日以前に生まれたお子さんで、接種時において４歳未満の乳幼児

（定期接種対象者・母子感染予防対策事業の対象者を除く）
●実施期間　平成29年１月～平成30年３月31日（土）
●助 成 額　１回5,000円まで（上限３回）
●手 続 き　 接種前に申請が必要です。健康推進課（東館２階）または各支所へ母子健康手帳と

印鑑を持参してください。

申・問 健康推進課健康推進係　☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

はじめてお父さん・お母さんになる方へ
パパママ教室を開催します

パパママのリラックス法等、楽しい講座です。ぜひご参加ください。

●と　き　※時間はいずれも９時30分～12時
　①２月５日（日）　マタニティヨガ体験・栄養のお話・赤ちゃんのお世話について
　②３月５日（日）　赤ちゃんのお風呂入れ体験など　
●ところ　三次市福祉保健センター３階　多目的室
●対　象　概ね妊娠５カ月以降の初産婦さんとその家族の方
����※ママのみの参加・パパ以外のご家族の参加もできます。
●申込締切　１月31日（火）【定員15組】 ※母子健康手帳をご持参のうえ、動きやすい服装でお越しください。

妊産婦にやさしい環境づ
くりを推進する厚生労働
省「マタニティマーク」

こどもの救急電話相談　＃
シャープ
８
ハ ッ セ ン
０００

～夜の子どもの急病・判断に迷ったら、局番なしの＃8000 か ☎（082）505-1399 に電話を～
●受付時間　19時～翌朝８時（夜間～早朝）
　 　急な子どもの病気にどう対応したらよいのか、病院の診察を受けたほうがいいのかなど判断

に迷った時に、電話による相談ができます。 ※相談は無料ですが、通話料は利用者の負担となります。

問 健康推進課健康推進係　☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

問 ㈱小学館集英社プロダクション
 　〒541-0047
　 大阪市中央区淡路町4-4-11
　 アーバネックス淡路町ビル２階採用M係
 　☎（06）6206-0003（担当：深田）

●事　　業：保育所運営（勤務地：東光保育所、十日市保育所、愛光保育所）
●職　　種：保育士（正社員・パート） ※勤務地は要相談
●給　　与：正社員157,000円～ 170,000円
 〔経験給導入、賞与（年２回）および一時金（年１回）有り〕
　　　　　　パート850円～ 910円〔経験給導入、一時金（年１回）有り〕
●勤務時間：シフト制　４～８時間／日（週２～５日勤務可能な方）
●休　　日：日曜・祝日、12/29 ～１/３ ※応相談
●資　　格：保育士免許（幼稚園教諭免許可）
●待　　遇：有給休暇、労災保険、雇用保険・社会保険（勤務時間による）
　　　　　　健康診断費用全額負担
●応　　募： 電話連絡後、履歴書（写真付）を郵送してください。書類選考のうえ、

面接日を連絡します。

東光保育所・十日市保育所・愛光保育所
お子様の人数増加に伴い職員大募集！

広告
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三次市子育てサポートを、より深く知っていただくため、交流会を開催します。登録会員の方
はもちろん、子育てサポート事業に関心のある方の参加をお待ちしています。
●と 　 き　１月27日（金）10時～ 13時
●と こ ろ　三次市福祉保健センター４階　ふれあいホール
●内 　 容　◦お話コンサート
　　　　　　　エレクトーンと電子ピアノの演奏にのせて、絵本の朗読
　　　　　　　　音楽講師　渡

わた

辺
なべ

 智
とも

子
こ

さん、堂
どう

免
めん

 啓
けい

子
こ

さん
　　　　　　　　読み聞かせグループ「おはなし山のどんぐりん」
　　　　　　◦お楽しみクッキング　簡単おやつ「たいやきを作ろう！」
　　　　　　◦子育てサポート トーキングタイム
　　　　　　　「子育てサポートについて教えて！」
●材 料 費　大人１人100円
●申込期限　１月20日（金）
＊ 子育てサポート事業とは、子育ての援助をしたい人（まかせて会員）が、子育ての援助を

してほしい人（おねがい会員）の子どもを、自宅で預かる相互援助活動のことです。
申・問 女性活躍支援課育児支援係　☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300

平成29年度
入学願書受付中（満２歳～５歳）

・２歳児クラス（Ｈ26.4.2～Ｈ27.4.1生）あり
・通園バス・給食・19時まで延長保育あり
　　　　　　　　 （早朝預かり ７時30分から）

http://www.hiroshima-shinbouai.ed.jp/miyoshi/

幼稚園見学できます

広告

問 家庭倫理の会三次市 ☎080-1912-0740（井上）

第３回 （通算32回）ふわりん 子育てセミナー
「お小遣いやごほうびの与え方」

●と　き　１月22日（日）10時～11時30分
●ところ　十日市コミュニティセンター３階
　　　　　多目的室
●講　師　（一社）倫理研究所 　田中コトミさん
●参加費　200円（テキスト・お菓子代）
　　　　　※託児あり

お小遣いを渡すタイミングや使い方など、難し
いと感じている方も多いのではないでしょうか？

行事のお知らせ
行事名 離乳食講座 子育て相談
と　き ２月14日（火）　10時～11時30分 ２月16日（木）　９時30分～11時

ところ 吉舎保健センター 三次市福祉保健センター３階

対　象 ５カ月頃～18カ月頃までの乳幼児を子育て中の保護者 乳幼児とその保護者

内容など
みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽しく交流しま
しょう！ 10人で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方はお知らせください。
・申込締切　２月７日（火）

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、育児のことなど、
気軽にご相談ください。

申し込み・
問い合わせ先

健康推進課健康企画係
☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382
吉舎支所　　☎（0824）43-3111
甲奴支所　　☎（0847）67-2121
三良坂支所　☎（0824）44-3111

健康推進課健康推進係
☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

子育てサポート事業＊
三次市子育てサポート交流会

広報みよし 2017.1月号13



エコで
いこう！
エコで
いこう！
みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

ごみ
減量
ごみ
減量

CO2

削減
CO2

削減

問 環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449　 （0824）66-3168

引っ越しごみなどの
一時多量ごみの収集運搬の方法
一時多量ごみは、通常の収集の支障になるため、ごみ集積所
に出すことはできません。クリーンセンターへ連絡後、自分で
クリーンセンターに搬入するか、市の許可を受けた一般廃棄物
収集運搬許可業者に収集運搬を依頼してください。

●一般廃棄物収集運搬許可業者一覧
業　者　名 お問い合わせ

株式会社マルシン ☎（0826）43-0717

株式会社キレイ ☎（0824）62-4722

有限会社備北清掃社 ☎（0824）62-2539

有限会社クリーンみよし ☎（0824）64-0432

株式会社三次衛生工業社 ☎（0824）65-2266

有限会社ジャパンクリーンサービス ☎（0824）63-2646

有限会社下井商店 ☎（0824）63-5125

株式会社コスモス ☎（0824）63-4008

業　者　名 お問い合わせ
有限会社オートパーツ下井 ☎（0824）62-5375

有限会社下井建設 ☎（0824）64-1628

有限会社大田金属 ☎（0824）62-3586

土井建材有限会社 ☎（0824）63-7293

有限会社岩本商店 ☎（0824）63-3082

有限会社村上建設 ☎（0824）53-2920

公益社団法人三次市シルバー人材センター ☎（0824）62-7800

株式会社オガワエコノス ☎（0847）67-2038

【注】�市の許可を受けていない業者や他人に、家庭ごみの収集運搬を依頼することは
違法です。

●自分で搬入できない場合は…
　自分で搬入することができず、身内の方や隣近所の方が運転する車両で搬入する場合は、ごみ
を出す方が、その車両に同乗することで搬入することが出来ます。事前にご相談ください。

燃やせるごみに混入しているスプレー缶のガスが原因と思われる
炉内爆発が度々あります。爆発事故により、ごみの焼却ができなく
なるおそれがあります。皆さんのご協力をお願いします。

スプレー缶を燃やせるごみに混ぜないでください！

ごみに出す際、穴あけは不要です。使い切って「有害ごみ」に
出してください。
※中身がある場合はスプレー缶に「中身あり」などの表示をしてください。

スプレー缶の分別は「有害ごみ」です
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

ヘ
ア
ム
ー
ス

殺
虫
剤

爆発
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informationお 知 ら せ

一
　
般

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
法
人
や
個
人
で
、
工
場
や
商
店
、
不
動

産
貸
付
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る

場
合
、所
有
す
る
事
業
用
資
産（
構
築
物
、

機
械
、
器
具
・
備
品
な
ど
）に
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
申
告
が
必
要
で
す
。
平
成
29
年

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
有
す
る
資
産

に
つ
い
て
、申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　
１
月
31
日（
火
）

●
提
出
先　

　
三
次
市
役
所
課
税
課
資
産
税
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

※
償
却
資
産
の
申
告
に
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
申
告
が

必
要
で
す

　
土
地
や
家
屋
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
た
場
合
、固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

と
し
て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
し
て
申
告
が
必
要
な
場
合

願
い
し
ま
す
。

※「
申
告
相
談
受
付
日
程
表
」や「
農
業
所
得
収
支
計

算
月
別
集
計
表
」は
、「
広
報
み
よ
し
１
月
号
」と
あ

わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
注
】今
回
か
ら
申
告
相
談
受
け
付
け
の
指
定
会
場
を

市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
に
変
更
し
た
地
域
が
あ

り
ま
す
。

問 

課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　
ま
た
は
各
支
所

確
定
申
告
書
等
の
作
成
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
入
力

す
る
だ
け
で
自
動
的
に
計
算
さ
れ
、
計
算

誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
等
は
印
刷

し
、
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
注
】平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
場
合
は
、
本
人

確
認
書
類
の
送
付
は
不
要
で
す
。

問 

三
次
税
務
署

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
７
２
１

検 

索

◦�

法
人
・
個
人
事
業
者
が
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備

◦�

個
人
が
売
電
の
た
め
経
済
産
業
省
の
認

定
を
受
け
設
置
し
た
発
電
出
力
10�

Kw
以

上
の
太
陽
光
発
電
設
備

●�

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
の
固
定
資

産
税
の
軽
減
措
置

　
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
軽
減
と

な
る
設
備
の
種
類
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
さ
れ
た
設
備
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
固
定
資

産
税（
償
却
資
産
）が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

課
税
課
資
産
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
４

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

市
民
税・
県
民
税（
住
民
税
）の

申
告
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

●
と　
き

　
２
月
16
日（
木
）～
３
月
15
日（
水
）

平
成
28
年
中（
平
成
28
年
1
月
1
日
～

平
成
28
年
12
月
31
日
）の
所
得
等
に
つ
い

て
の
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の

申
告
は
、
平
成
29
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
等
の
計
算
の
根
拠

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方
は

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
中
に
所
得
等
が
な
か
っ
た
方

も
、
所
得
が
な
か
っ
た
こ
と
の
申
告
を
お

甲
奴
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

２
月
末
で
一
般
の
利
用
を

停
止
し
ま
す

　

開
館
以
来（
昭
和
56
年
４
月
）、
福
祉

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
憩
い

の
場
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
敷
地
内
に「（
仮
称
）

三
次
市
健
康
増
進
施
設
」を
建
設
す
る
こ

と
に
伴
い
、
平
成
29
年
２
月
末
で
一
般
の

利
用
を
停
止
し
、解
体
し
ま
す
。

問 

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

平
成
29・30
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

平
成
29・30・31
年
度

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
制
度
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

　
市
が
発
注
す
る「
建
設
工
事
」、「
測
量・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
」、「
物
品

購
入
、修
繕
お
よ
び
役
務
の
提
供
等
業
務
」

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
と

「
小
規
模
な
修
繕
工
事
や
役
務
の
提
供
業

務
の
請
負
契
約
」を
希
望
さ
れ
る
方
の
窓

口
で
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
間

　
市
外
業
者

　
１
月
10
日（
火
）～
27
日（
金
）
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市
内
業
者

　
１
月
30
日（
月
）～
２
月
17
日（
金
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
に

受
け
付
け
ま
す
。

※�「
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」は
、市
内
業

者
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

【
注
】申
請
書
類
は
持
参
の
み
受
け
付
け
ま
す（
郵
送

不
可
）。

●
有
効
期
間

　
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
資
格
認
定
の
日
～
平
成
30
年
度
末
日

※
た
だ
し
、
平
成
31
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
年
度
に
お

け
る
資
格
が
認
定
さ
れ
る
日
ま
で
は
有
効
。

　
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度

　
資
格
認
定
の
日
～
平
成
31
年
度
末
日

※
た
だ
し
、
平
成
32
年
度
に
お
い
て
も
そ
の
年
度
に
お

け
る
資
格
が
認
定
さ
れ
る
日
ま
で
は
有
効
。

●
申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
と
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

財
政
課
契
約
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

「
通
知
カ
ー
ド
」を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す

　
郵
便
局
で
保
存
期
間
が
経
過
し
た
な
ど

の
理
由
で
お
届
け
で
き
な
い「
通
知
カ
ー

ド
」を
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
保
管

場
所
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

ま
い
の
方
は
市
民
課
で
、
支
所
管
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
各
支
所
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
課
市
民
窓
口
係（
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
０

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を

 

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

　

個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）」を
申
請
し
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照

会
書（
は
が
き
）」が
届
い
た
方
は
、必
要

書
類
を
用
意
し
て
、
旧
三
次
市
内
に
お
住

好評発売中 三次市の歴史書を読みませんか
「三次市史」をはじめ、各書物を販売しています。

●三次市史（全４巻）
　お得なセット価格　２万円（１巻 6,000円）
※この本は、合併前の旧三次市で作成したものです。

資料名 価格 販売・問い合わせ先
君田村史（１巻） 5,000円 君田支所

☎（0824）53-2111時は流水のごとく�－写真で見る100年－ 2,000円

布野村誌
通史編 3,000円

布野支所
☎（0824）54-2111

完結編 1,000円
村報ふの　村制115周年記念縮刷版 500円
ふるさと写真集100年の歩み ―�目で見る布野の歴史�― 1,000円
作木村村制施行115周年記念　時代とともに
※「作木村115年のあゆみ」
　「写真集さくぎ　水と緑のふるさと」
　「空と山と川のある夢（DVD）」のセット

5,000円
（バラ売り可）

作木支所
☎（0824）55-2111

吉舎町史（上巻） 4,000円
吉舎支所
☎（0824）43-3111吉舎町誕生50周年記念誌　ふるさと吉舎ものがたり 2,000円

吉舎町の伝説 1,500円

甲奴町誌
本　編 7,000円 甲奴支所

☎（0847）67-2121資料編Ⅱ 4,000円
※「作木村誌」「吉舎町史（下巻）」「三良坂町誌」「三和町誌」は在庫がありません。

問 企画調整課企画調整係　☎（0824）62-6115　 （0824）62-6137
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補
助
・
支
援

平
成
29
年
度

三
次
市
教
育
奨
学
金

三
次
市
教
育
奨
学
金
の
奨
学
生
を
募
集

● 

対　

象　

高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
、高
等
専
門
学
校
、大
学
、

短
期
大
学
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、

専
修
学
校
の
高
等
課
程
お
よ
び
専
門
課

程
に
在
学
す
る
方

● 

所
得
基
準　
父
母
等（
父
母
が
い
な
い

場
合
は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
家
計
を
支

え
て
い
る
方
）の
所
得
が
、
市
が
定
め

る
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

●
そ
の
他
の
要
件

　

�

❶
父
母
等
が
１
年
以
上
三
次
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
こ
と　
❷
父
母
等
が

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と　
❸
他
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と（
給
付

型
の
奨
学
金
を
除
く
）　
❹
学
習
に
意

欲
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と　
❺
そ
の
他
、

修
学
の
た
め
市
長
が
特
に
認
め
る
も
の

●
貸
付
利
息
・
返
還
期
間

　

�

無
利
息
・
17
年
以
内

※
返
還
期
間
は
貸
付
総
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

● 

返
還
免
除　
奨
学
金
の
返
還
が
始
ま
っ

て
、
通
算
５
年
以
上
三
次
市
に
居
住
し

た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
、
申
請
日
以

降
に
返
還
す
る
べ
き
返
還
金
を
免
除
し

ま
す
。

※
居
住
と
は
、実
際
に
住
ん
で
生
活
す
る
こ
と
で
す
。

公
益
財
団
法
人
三
次
市
教
育
振
興
会

奨
学
金
の
奨
学
生
を
募
集

　
高
等
学
校
、
大
学
等
の
入
学
予
定
者
と

在
学
生
を
対
象
に
募
集
を
行
い
ま
す
。
申

請
書
類
は
各
支
所
お
よ
び
文
化
と
学
び
の

課
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

１
月
19
日（
木
）・
20
日（
金
）の
奨
学
金

相
談
会
で
は
、
こ
の
奨
学
金
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

応
募
・
問 

文
化
と
学
び
の
課
教
育
総
務
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

が
ん
ば
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
！

が
ん
ば
る
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
の
活
用
を

　
過
疎
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
様
々

な
地
域
課
題
の
克
服
や
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
地
域
活
力
の
創
造
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る

事
業
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

が
ん
ば
る
地
域
支
援
事
業（

ソ
フ
ト
事
業
）

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

�

新
た
に
三
次
市
内
で
取
り
組
む
公
益
的

事
業
な
ど

●
補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
団
体

　

�

三
次
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
）お
よ
び
任
意
の
団
体
、ま
た
は
、

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
水
）～
４
月
14
日（
金
）

● 

応
募
方
法　
各
支
所
お
よ
び
文
化
と
学

び
の
課（
本
館
５
階
）に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
文
化
と

学
び
の
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
月
額（
例
）

◦
国
公
立
高
等
学
校

　
【
自
宅
通
学
】�

１
万
５
，０
０
０
円

◦
私
立
高
等
学
校

　
【
自
宅
外
通
学
】�
２
万
５
，０
０
０
円

◦
国
公
立
大
学

　
【
自
宅
外
通
学
】�
３
万
５
，０
０
０
円

◦
私
立
大
学

　
【
自
宅
外
通
学
】�

４
万
８
，０
０
０
円

◦
私
立
短
大
・
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

　
【
自
宅
外
通
学
】�

４
万
５
，０
０
０
円

●
奨
学
金
相
談
会

　
三
次
市
教
育
奨
学
金
の
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
文
化
と
学
び
の
課
へ
電
話
で
予
約
の

う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
と　
き　
１
月
19
日（
木
）・20
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
13
時
～
17
時（
１
人
当
た
り
30
分
程
度
）

◦
と
こ
ろ

　
市
役
所
本
館
６
階　
６
０
３
会
議
室

そ
れ
ら
２
団
体
で
組
織
す
る
規
約
・
会

計
を
有
す
る
団
体
な
ど

●
補
助
率

　
補
助
対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
以
下

●
補
助
限
度
額　
上
限
50
万
円

が
ん
ば
る
地
域・産
業
施
設
整
備
支
援
事
業

�

（
ハ
ー
ド
事
業
）

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

�

新
た
に
取
り
組
む
事
業
で
、
地
域
活
性

化
や
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
公
益
的

事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
の
整

備
事
業

●
補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
団
体

　

�

三
次
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
法
人
格
を
有
す
る
団
体
、
も
し
く

は
そ
れ
ら
の
団
体
と
共
同
体
を
組
む
団

体（
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
を
含
む
）

が
組
織
し
、
規
約
・
会
計
を
有
す
る
団

体
な
ど

● 

補
助
率　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
～

４
分
の
３
以
内

●
補
助
限
度
額

　
上
限
：２
，５
０
０
万
円
以
内
～

�

７
，５
０
０
万
円
以
内

※
補
助
率
・
補
助
金
の
上
限
額
は
、
事
業
の
内
容
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度　
３
次
募
集
期
間

　
１
月
17
日（
火
）～
２
月
10
日（
金
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問 

地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５
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福
　
祉

障
害
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
を

抱
え
て
い
る
方
の

「
当
事
者
の
つ
ど
い
」

　
「
将
来
の
く
ら
し
・
自
立
し
た
生
活
」

に
つ
い
て
、
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
悩

み
ご
と
を
語
り
合
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら

は
、「
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
の
話

が
聞
け
て
良
か
っ
た
」と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と　
き　
１
月
28
日（
土
）10
時
～
12
時

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
２
階　
活
動
交
流
室

● 

対　
象　
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
方
と
そ
の
家
族
・
支
援
者

●
参
加
費（
お
茶
代
）　
１
０
０
円

● 

申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

備
北
障
害
者
就
業
・ 

　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－
１
８
９
６

　

（
０
８
２
４
）６
３

－
１
８
９
７

三
次
市
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
案
内

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族
学
習
会

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
で
、

気
軽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
９
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
２
階　
活
動
交
流
室

● 

内　
容　
１
年
間
の
振
り
返
り
と
今
年

の
計
画
を
考
え
ま
す
。

●
参
加
費　
１
０
０
円（
お
茶
・
お
菓
子
代
）

南
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
南
部
３
町（
三

良
坂
・
吉
舎
・
甲
奴
）の
病
気
や
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
、
ホ
ッ
と
一
息
で
き
る
場

と
し
て
、
ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
者
同

士
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、
２
カ
月
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
16
日（
木
）

　
10
時
～
12
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
三
良
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

● 

内　
容　
１
年
間
の
振
り
返
り
と
今
年

の
計
画
を
考
え
ま
す
。

● 

申
込
方
法　
２
月
８
日（
水
）ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

「
わ
か
ち
あ
い
の
集
い
」

　
こ
の
集
い
は
、
病
気
や
障
害
等
の
方
を

対
象
に
月
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加

者
が
み
ん
な
に
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を

出
し
合
い
、
思
い
を
話
し
合
い
ま
す
。
言

い
っ
ぱ
な
し
、聞
き
っ
ぱ
な
し
の「
集
い
」

で
す
。
初
め
て
の
方
も
気
楽
に
集
っ
て
、

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
18
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　
活
動
交
流
室

問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

募
　
集

公
共
職
業
訓
練
と
は

資
格+

技
能=

就
職
！

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
29
年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
訓
練
科
等

◦�

自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年
、
高
卒
18

歳
以
上
30
歳
以
下
）

◦�

溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
、45
歳
以
下
）

◦�

建
築
科（
期
間
１
年
、45
歳
以
下
）

◦�

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ
月
、
年

齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限　
２
月
９
日（
木
）必
着

※
選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特 

典　
雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）の
指
示
に

よ
っ
て
入
校
し
た
人
は
、
訓
練
の
終
了

日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、

諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
・
問 �

三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
４
３
９

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

公
共
職
業
訓
練
生
を
募
集

●
訓
練
科
名（
公
共
職
業
訓
練
）

　
半は

ん

農の
う

半は
ん

介か
い

護ご

実
践
科（
邑お

お

南な
ん

）

●
応
募
資
格　
求
職
者

●
定　
員　
９
人

●
訓
練
内
容　
有
機
農
業
と
介
護

●
訓
練
期
間

　
３
月
１
日（
水
）～
８
月
31
日（
木
）

● 

訓
練
会
場　
介
護
の
課
程
：
邑お

お
ち智
地
域

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー（
島
根
県
川
本
合

同
庁
舎
２
階
）、
農
の
課
程
：
農
の
学
校

B

ブ

ロ

フ

LO
F�A

ア

カ

デ

ミ

ー

C
AD
EM
Y

（
島
根
県
邑
南
町
）

●
受
講
料　
無
料

※
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
な
ど
３
万
円
程
度
必
要

●
応
募
期
限　
２
月
16
日（
木
）

● 

応
募
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
検
定
日　
２
月
22
日（
水
）

●
検
定
会
場　
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎

●
選
抜
方
法　
学
力
検
査（
国
語・数
学
）、

　
面
接

●
合
格
発
表　
２
月
23
日（
木
）

問 ①
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校
総
務
課

　
☎（
０
８
５
６
）２
２

－

２
４
５
０

②
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
５
５
）７
２

－

３
５
２
６
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ア
ラ
イ
グ
マ・ヌ
ー
ト
リ
ア

防
除
従
事
者
養
成
講
習
会

　
講
習
会
を
受
講
し
防
除
従
事
者
と
な
る

こ
と
で
、
狩
猟
免
許
や
捕
獲
許
可
が
な
く

て
も
特
定
外
来
生
物
の
ア
ラ
イ
グ
マ
と

ヌ
ー
ト
リ
ア
に
限
り
、
捕
獲
や
殺
処
分
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

●
と　
き

　
２
月
１
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時

● 

と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

● 

申
込
方
法　
１
月
30
日（
月
）ま
で
に

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

市
は
捕
獲
用
の
小
型
箱
わ
な
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。

※�

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息
状
況
を
把
握
し
効
果
的
に
防
除

す
る
た
め
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
思
わ
れ
る
動
物
を
見
か

け
た
ら
、市
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問 

農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
募
集

●
募
集
人
数

・
農
業
委
員　
19
人

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
29
人（
地
区
ご
と
に
定
数
あ
り
）

●
任　
期　
平
成
29
年
４
月
１
日
～

�

平
成
32
年
３
月
31
日

●
業
務
内
容

・�

農
業
委
員　

　

�

農
地
の
権
利
移
動
等
に
関
す
る
調
査
・

決
定
ほ
か

・�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

　

�

農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
現
場
活

動
ほ
か

●
基
本
給　
月
額
３
万
２
，１
０
０
円

（
能
率
給
が
支
給
さ
れ
る
場
合
あ
り
）

● 

応
募
方
法　
農
業
委
員
会
事
務
局
・
農

政
課（
本
館
４
階
）、
各
支
所
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
用
紙
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　
１
月
25
日（
水
）

申
・
問 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
９
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

ひ
ろ
し
ま 

さ
と
や
ま
未
来
博
２
０
１
７

「
コ
コ
ロ
ザ
シ
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
住
民
講
座
」

参
加
者
を
募
集

　
広
島
県
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
活
動
す
る
皆
さ
ん
の
人

材
交
流
な
ど
を
支
援
す
る
住
民
講
座
を
実

施
中
で
す
。
最
終
回
の
テ
ー
マ
は「
仲
間

づ
く
り
」で
す
。
参
加
者
同
士
で
楽
し
み

な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
２
月
15
日（
水
）19
時
～
21
時

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
対　
象　
ど
な
た
で
も

●
参
加
費　
無
料

● 

申
込
方
法　
事
前
に
、
名
前
、
所
属
団

体
、参
加
人
数
、電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
動
機
を
記
入

し
て
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

　

chiiki@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

消
費
者
向
け

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

　
リ
フ
ォ
ー
ム
で
快
適
な
暮
ら
し
を
手
に

検 

索

入
れ
ま
せ
ん
か
？�

リ
フ
ォ
ー
ム
の
流
れ

や
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た

ら
減
税
に
な
る
制
度
な
ど
、
役
立
つ
ポ
イ

ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
と　
き　
１
月
28
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
４
階　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

● 

講　
師　
加か

藤と
う　
文ふ

み

一か
ず

さ
ん（
一
級
建

築
士
事
務
所
オ
フ
ィ
ス
Ｋケ

イ
ｅ
ｉ
主
宰
）

●
参
加
費　
無
料

● 

申
込
方
法　
１
月
25
日（
水
）ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

広
島
県
土
木
建
築
局
住
宅
課

　
☎（
０
８
２
）５
１
３

－

４
１
６
４

　

（
０
８
２
）２
２
３

－

３
５
５
１

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

● 

募
集
住
宅　
三
次
市
内
の
県
営
住
宅
の

う
ち
、新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅

●
受
付
期
間　
２
月
１
日（
水
）～
３
日（
金
）

※
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

● 

受
付
機
関　
広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
同
組
合
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問

　
広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

　
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
３
‐
36

　
向
田
ビ
ル
１
階

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
５
７
５
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市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
■１月募集住宅　募集戸数：各１戸、募集期間：１月23日（月）～１月31日（火）

住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃
（月収による） 構造・間取り等 収入要件

（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

時兼住宅４-２号　－公営住宅ー�
（平成３年度築）　単身申込可

甲奴町�
本郷648番地

16,800円～�
25,000円

木造２階建、
3DK、水洗

政令月収額158,000
円以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場
合214,000円以下）の
世帯

①現在、住宅に困っていること。
②�申込者と同居親族が、税金およ
びその他の料金を完納している
こと。
③�同居者は、夫婦（婚約者、内縁関
係含む）親子を主体とした親族で
あること。
④�申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。

大伴住宅10号　－公営住宅ー�
（平成12年度築）　単身申込可

布野町�
下布野582番地３

19,000円～�
28,200円

木造２階建、
3DK、水洗

敷名住宅1号　－公営住宅ー�
（昭和63年度築）　単身申込可

三和町�
敷名11469番地１

11,000円～�
16,400円

木造平屋建、
3DK、水洗

みよし住宅１号館８号室　－公営住宅ー�
（昭和45年度築）　単身申込可

三次町�
2002番地６

4,200円～�
6,300円

中層耐火４階建（４階）、
2DK、水洗

下原住宅307号室　－公営住宅ー�
（平成13年度築）　単身申込可

十日市西二丁目�
1955番地１

16,800円～�
25,000円

中層耐火４階建（３階）、
２DK、水洗

香淀団地３号棟　－定住住宅ー�
（平成14年度築）　単身申込不可

作木町�
香淀172番地11 28,000円 木造平屋建、

3DK、水洗 収入要件なし
上記①～④および、三次市に住民
登録されている方、住民登録を移
すことが制約できる方。

市営住宅 入居者募集

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受け付け・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

天楽住宅３-101号　ー公営住宅ー�
（昭和56年度築）　単身申込可

作木町下作木�
828番地１

11,300円～�
16,900円

簡易耐火２階建、
３DK、水洗

政令月収額158,000
円以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場
合214,000円以下）
の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およ
びその他の料金を完納している
こと。
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関
係含む）親子を主体とした親族で
あること。
④申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。

安田住宅１号棟102号　－公営住宅ー
（平成14年度築）　単身申込可

吉舎町安田
1387番地２

17,600円～�
26,300円

中層耐火２階建（１階）、
2LDK、水洗

みよし第２住宅10号室　－公営住宅ー�
（昭和56年度築）　３人世帯以上

三次町�
2008番地１

8,500円～�
12,700円

中層耐火5階建（5階）、
３DK、水洗

松ヶ瀬団地３-４号室�
－特定公共賃貸住宅－�
（平成６年度築）　単身向け

君田町東入君�
240番地 18,000円 木造２階建（２階）、

１DK、水洗
政令月収額158,000
円を超え487,000円
以下の世帯

三次市定住促進住宅�
（昭和56年～62年度築）　単身申込可

三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

鉄筋５階建、
３DK、水洗

世帯の年間収入の12
分の１の額が、家賃
の3倍以上あること

上記①～④および、三次市に住民
登録されている方、住民登録を移
すことが誓約できる方。

※ 申し込みの際にマイナンバー（個人番号）と本人の確認を行います。「個人番号カード」か「番号通知カードと確認資料（運転免許証等の顔写真入りのもの１点または健康保険証等顔
写真のないもの２点）」をお持ちください。　※入居適格者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。

※入居資格について、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。
応募・問 財産管理課住宅管財係 ☎（0824）62-6161  （0824）62-6235　または各支所

応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください。
　　　　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 内　　容

パソコンを使った
初心者からの青色申告 2/1～8 水 13：30～16：30 15

会計ソフト（弥生会計）を使い、決算処理や青色申告決算書の作
成方法や、国税庁ホームページを利用しての確定申告書の作成方
法

Word＆Excel基礎コース 2/7～3/16 火・木 13：30～15：30 10 ワープロと表計算ソフトの基本操作を習得

　就職活動中の市民の皆さんと市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
●受講料：無料　※ただし、講座によってはテキスト代等が別途必要です。

■三次市委託職業訓練講座

■一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります。
講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格

新入社員トレーナー養成講座 2/15 水 13：00～17：00 15 � 7,000円（6,000円）

Word基礎コース 2/7～23 火・木 13：30～15：30 10 � 8,000円��※テキスト代別

Excel基礎コース 2/28～3/16 火・木 13：30～15：30 10 � 8,000円��※テキスト代別

Excelコース（夜間） 2/20～3/27 月・木 18：30～20：30 10 13,000円��※テキスト代別
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2016 年シドニー国際ピアノコンクール優勝者
アンドレイ・ググニン サロンコンサート
シドニー国際コンクールのほ
か数々の著名な国際コンクール
を制した、ロシアの新星ピアニ
スト、アンドレイ・ググニンさ
ん。世界のトップレベルの演奏
をお楽しみください。

問 三次音楽家協会事務局　☎080-8243-1540

▶と　き　１月26日（木）
　①14時30分開演（14時開場）
　②18時30分開演（18時開場）　の２回公演
▶ところ　三次市民ホールきりり　サロンホール
▶曲　目　�ムソルグスキー作曲「展覧会の絵」、�

リスト作曲「超絶技巧練習曲 全12曲」ほか
▶入場料（お飲み物とお菓子付き）
　一般3,000円（当日3,500円）
　Ｍ

エム
チケット（23歳以下、65歳以上）2,000円

　小・中学生1,500円� ※未就学児は入場できません。
▶チケット取扱所
　�三次市民ホールきりり、サングリーン、CCプラザ、
　ジョイフル（庄原市）、エディオン広島本店

広島県立総合技術研究所
林業技術センター研究成果発表会
森林・林業・木材に関する研
究の成果等についての発表会で
す。ぜひご来場ください。
▶と　き　２月３日（金）
　　　　　13時～16時
▶ところ　みよしまちづくりセンター
▶特別講演　「�日本林業の将来像�

―イノベーションの方向性を探る―」
　講師　京都大学フィールド科学教育研究センター
　　　　森林育成学分野　准教授　長

は
谷
せ
川
がわ
　尚
ひさ
史
し
さん

第 15 回　若い芽のコンサート
音楽を学んでいる子どもたちや音楽家をめざしてい
る学生の皆さんによるコンサートです。
▶と　き　４月２日（日）13時30分開演
▶ところ　三次市民ホールきりり　大ホール

問 三次音楽家協会事務局　☎080-8243-1540

第７回

みわ凧
たこ

あげ大会
地域や職場の仲間など
で製作した手作りの凧
が、大空へ舞い上がる姿
をお楽しみください。
バザーもあります。

問 三和町自治連合会　☎（0824）52-7086

▶と　き　１月22日（日）12時30分～
▶ところ　三和総合運動公園

三次市・三次市住民自治組織連合会　共催
まち・ひと・しごと　つなぐシンポジウム
～「地域文化で
 『まち・ひと・しごと』を育てる」～
市民一人ひとりがまちづくりに参画し、活力に満ち
た住みよい地域社会をつくりあげていくために、シン
ポジウムを行います。
▶と　き　１月28日（土）13時30分～16時30分
▶ところ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
▶内　容

第１部　講演会
　テーマ「食が輝き、人が輝き、地域が輝く」
　講　師　益田「中世の食」再現プロジェクト
　　代　表　右

みぎ
田
た
　隆

たかし
さん（株式会社右田本店�常務・杜

とう
氏
じ
）

　　事務局　岩
いわ
井
い
　賢
けん
朗
ろう
さん（有限会社真

まさご
砂　代表取締役）

申・問 地域振興課地域づくり係
　　　☎（0824）62-6395　 （0824）62-6235
　　　 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

　音楽高校・音楽大学に在籍されている方、または音
楽を学んでいる学生で、各種コンクールで上位入賞さ
れた方などを募集します。
●参加費　8,000円 ※詳しくは、お問い合わせください。
●申込期限　１月31日（火）

参加者募集！

問 広島県立総合技術研究所 林業技術センター技術支援部
 　☎（0824）63-0897　 （0824）63-7103

※Ｍチケットは、三次音楽家協会に電話でご予約ください。

＊ 益田『中世の食』再現プロジェクト　平成20年に島根県益田
市民有志７人で結成。古文書「益田家文書」をもとに、毛利
元就らをもてなした献立を再現。当時の豆腐や調味料、酒の
復刻に至り、食育・観光・文化の面から地域づくりが進めら
れている。平成27年度「島根県文化奨励賞」受賞。平成29
年２月26日に「歴

れき
食
しょく
JAPANサミット益田大会」開催。

＊ 有限会社真
ま さ ご

砂　平成12年３月に島根県益田市真砂地区24人
の出資者が起業。石見地方の大豆のみ使用した“こだわりと
うふ”を製造・販売。同地区では「公民館・学校・地域商社」
協働のもと、地域資源を活用した「食育」を基軸とした地域
づくりに取り組んでいる。

第２部　パネルディスカッション
◦コーディネーター
　一般社団法人小さな拠点ネットワーク研究所
　　代表理事　白

しら
石
いし
　絢

じゅん
也
や
さん

▶定　員　200人（事前申し込み不要）
▶入場料　無料
※�託児・要約筆記を必要とされる方は、１月20日（金）までに
電話、FAXまたはメールでお申し込みください。
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ボランティアスタッフ募集！
奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんのご協力によって運営されています。
受付・監視、環境美化、ガイド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループの中から、自分に合った活動でボランティアができます。

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012

奥田元宋・小由女美術館

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ふ
ど
き
の
丘
体
験
教
室

　「
こ
ふ
ん
の
森
た
ん
け
ん
③
野
鳥
か
ん
さ
つ
」

●
と　
き　
２
月
18
日（
土
）10
時
～
12
時

歴
風
ト
ー
ク
　「
時
代
区
分
を
考
え
る
」

●
と　
き　
２
月
19
日（
日
）14
時
～
16
時

そ
の
他
の
予
定

●
と　
き　
１
月
20
日（
金
）～
３
月
20
日（
月・祝
）

●
入
館
料　
一　
般　
　
２
０
０（
１
６
０
）円

　
　
　
　
　
大
学
生　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

春
を
待
つ
三
次
人
形
と
ひ
な
人
形

※
小
・
中
・
高
校
生
無
料

※（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体

な
つ
か
し
い
暮
ら
し
の
道
具
た
ち

●
と　
き　
開
催
中
～
３
月
26
日（
日
）

●
入
館
料　
一　
般　
　
２
０
０（
１
６
０
）円

　
　
　
　
　
大
学
生　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

※
小
・
中
・
高
校
生
無
料

※（
　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体

風
土
記
の
丘
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常設展「奥田元宋・奥田小由女の世界」
奥田元宋・小由女美術館では常設展として、三次市ゆかり
の日本画家・奥田元宋と、人形作家・奥田小由女の夫婦の作
品を展示しています。第４期となるこの時期は、冬から春に
かけての会期にあわせて季節感のある風景画や桜を描いた日
本画、華やかな人形などを紹介します。

▼休 館 日
　１月11日（水）、２月８日（水）・９日（木）

▼開館時間
　９時30分～17時（入館は閉館の30分前まで）

▼常設展入場料　
　一般800（700）円
　ペアチケット（一般男女ペア）1,500円
　大学生400（300）円

※高校生以下、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料
※（　）内は20人以上の団体

奥田元宋《寂静》昭和 61（1986）年

問 

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 　
（
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

 

休
館
日　
月
曜
日

　

 

開
館
時
間 

９
時
～
17
時（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
６

－

２
８
８
１

　

（
０
８
２
４
）６
６

－

３
１
０
６

琴
・
尺
八
演
奏
会

　
●
と　
き　
２
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
①
11
時
～
12
時　
②
14
時
～
15
時

展
覧
会
関
連
行
事
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▶開館時間　９時～17時
▶休館日　月曜日�※祝日は開館

問 三良坂平和美術館 ☎・ （0824）44-3214

辻村寿三郎人形館

俵
たわらのとうた

藤太百
む か で

足退
た い じ

治

平幹二朗さん着用の
舞台衣装

　平安中期、百
む か で

足退
た い じ

治伝説の英雄「俵
藤太」を、辻村寿三郎が独特の世界観
で表現した作品を初公開。蜷

にながわ
川幸

ゆ き お
雄さ

ん演出の「王女メディア」で、平
ひら

幹
みき

二
じ

朗
ろう

さんが着用した寿三郎デザインによ
る舞台衣装を同時展示しています。

毎月第３日曜日（11時・14時）にギャラリートークを開催! 
木
も め ん

綿兎
と

主宰 川
かわさき

崎員
か ず お

奥さんによる人形解説と人形舞いを行います。
問 辻村寿三郎人形館　☎・ （0824）64-1

ジ ュ
0３

サブ
６
ロー

※中学生以下、障害者手帳など所持者は無料
※（��）内は10人以上の団体

みよしグルメスタンプラリーを実施中！

問 三次市観光キャンペーン実行委員会
　 ☎（0824）64-0066　 （0824）62-6235

検 索

「地産地消の店」と「霧のまち
のぐるめぐり」の認定店のうち、
45店舗の協賛店を巡るスタンプ
ラリーです。三次の冬のグルメを
満喫しましょう！
▶特　　典
　�協賛店３カ所で食事や買い物を
して、スタンプを集めて応募す
ると、抽選で20人に三次の特産
品をプレゼントします。
▶応募期限　３月31日（金）�※最終日の消印まで有効

協賛店舗など、詳しくは

▶と　　き　開催中～４月９日（日）
▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　水曜日
▶入 場 料　一般800（700）円　学生400（300）円

木
き

建
だ て

博
ひ ろ

子
こ

　ちぎり絵作品展
▶と　き　開催中～１月29日（日）

▶開館時間　９時～17時　
▶休 館 日　�１月30日（月）・31日（火）�

２月27日（月）・28日（火）
▶入 場 料　一般300円　高校生150円
※中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は無料

問 三良坂平和美術館 ☎・ （0824）44-3214

三良坂平和美術館企画展

常設展示 第Ⅲ期　柿
か き

手
て

の思想
はらみちを美術館企画展

問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
 　☎（0824）53-7021 （0824）53-2119

▶と　き　開催中～３月26日（日）
▶入場料　一般150円
※高校生以下、65歳以上、障がい者手帳等など所持者は無料

問 吉舎歴史民俗資料館　☎・ （0824）43-2231

美術館あーとあい・きさ企画展

吉舎町内幼児＆児童生徒美術作品展
子どもたちの日頃の学習の成果を十二分にご鑑
賞ください。

４人で描く春の散歩道
県北在住の若手作家４人〔的

まと

場
ば

由
ゆ

樹
き

（金属造形）・
手
て

取
どり

実
み

咲
さき

（造形）・山
やま

崎
さき

佐
さ

知
ち

子
こ

（平面）・巳
み の

之口
くち

豊
ゆたか

（陶
芸）〕による美の競演をお楽しみください。
▶と　き　２月１日（水）～３月20日（月・祝）

問 美術館あーとあい・きさ ☎・ （0824）43-2231

明治、大正、昭和にかけて、先人の知恵と工夫
から生まれた食とその器の文化があります。「ほ
かい」、「おかもち」、「はこぜん」など、今ではあ
まり目にすることのない用具や器を展示していま
すので、ぜひご覧ください。
▶と　　き　開催中～3月26日（日）
▶開館時間　10時～17時
� （入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日�※祝日は開館
▶入 場 料　一般150円

吉舎歴史民俗資料館企画展

食と器の文化史（Ⅰ）

※�高校生以下、65歳以上、障害者手帳など所持者とその介
助者は無料

貸し館ギャラリー
そこにあるもの 谷

た に

川
が わ

良
りょう

治
じ

写真展
贅沢すぎる！霧の海フォトコンテストで最
優秀賞を受賞した、谷川さんによる県北の四
季の風景や行事などを切り取った写真展です。
▶と　き　開催中～２月19日（日）

常設展
広島県指定史跡
　「三

み

玉
たま

大
おお

塚
つか

古墳」出土品・復元模型
吉舎町の山城　
　「南

なん

天
てん

山
ざん

城」「平
ひら

松
まつ

城」いずれも復元模型

▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休館日　月曜日　　▶入場料　無料

と　　　き 作　品
1月17日（火）～29日（日）
休館日：1月23日（月）

吉舎町内各保育所
と各小学校

2月2日（木）～12日（日）
休館日：2月6日（月） 日彰館高等学校
2月16日（木）～28日（火）
休館日：2月20日（月）・27日（月） 吉舎中学校
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内　容 と　き ところ 問い合わせ先

障
害
者
相
談
会

「きこえ」に困っている人のための相談会
相談員　伊

だ
達
て
　元
げん
一
いち
郎
ろう

（身体障害者相談員）�※要約筆記あり

２月11日（土・祝）
９時～12時

三次市福祉保健センター
１階相談室

三次市障害者
支援センター
☎（0824）65-1131
（0824）65-1132

知的障害の相談会�【要予約】
相談員　新

しん
元
もと
　史
ふみ
子
こ

（知的障害者相談員）
連絡先　☎090-2297-4546（新元）

２月19日（日）10時～12時

ピア・カウンセリング�【要予約】
　ピアとは仲間の意味です。同じ障害を
もった仲間が相談を受けます。統合失調
症などの病気との付き合い方・障害によ
る就職や生活の悩みほか。

随時
カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター
２階活動交流室
（またはご自宅へ訪問）

三次市福祉総合相談支援センター
（高齢者・障害者・生活に困っている方の相談ほか）平日の８時30分～17時15分 三次市福祉保健センター

三次市福祉総合
相談支援センター
（社会福祉課
 福祉総合相談係）
☎（0824）62-6284
（0824）62-6404

三次市福祉総合相談支援センター巡回相談会
※福祉に関わる６つの相談機関の相談員が対応

１月19日（木）９時～12時 布野保健福祉センター

２月15日（水）９時～12時 作木老人福祉センター

消費生活相談 平日の９時～16時 市役所東館１階 市民課市民窓口係
（消費生活センター）
☎（0824）62-6222
（0824）63-2809

無料法律相談 【要予約】
※弁護士が対応

１月19日（木）、２月２日（木）
13時～16時 みよしまちづくりセンター

広島北部巡回法律相談センター 【要予約】
※弁護士が対応

１月27日（金） みよしまちづくりセンター 広島北部巡回
法律相談センター
☎0120-969-214
（９時30分～16時）２月10日（金） 市役所三良坂支所

DV相談
※�DV（ドメスティックバイオレンス）とは、配
偶者やパートナーのような親密な相手から受
ける暴力のことです。
※月～水曜日と金曜日は専門の相談員が対応

平日の８時30分~17時15分 市役所東館２階

女性活躍支援課女性活
躍支援係（女性・子育
て相談支援センター）
☎（0824）64-6011
（0824）62-6300

雇用のトラブル
※�事業主と労働組合・労働者個人との紛争の円
満な解決をお手伝いします。

平日の８時30分~12時
　　　13時～17時 県庁東館７階

広島県労働委員会事務局
☎（082）513-5162
（082）228-2075

年金・労働相談会
（障害年金、職場トラブルほか。社会保険労務士
が対応）
※年金相談の方は年金定期便をご持参ください。

２月８日（水）、３月８日（水）
13時30分～16時 三次コミュニティセンター

社会保険労務士
井
いの
上
うえ
澄
すみ
子
こ
事務所

☎（0824）62-0323

行政相談
（国等に対する意見ほか。行政相談委員が対応）
※�日程が変更される場合がありますので、ご利
用の際はお問い合わせください。

１月18日（水）10時～12時 君田保健センター

総務省中国四国管区
行政評価局
☎（082）228-6173
（082）228-4955

１月19日（木）９時～12時 粟屋コミュニティセンター

１月25日（水）14時～17時 八次コミュニティセンター

２月10日（金）９時～12時
三次市福祉保健センター

甲奴老人福祉センター

２月12日（日）９時～12時 布野生涯学習センター

２月14日（火）10時～15時
みわ保健センター

市役所吉舎支所

２月15日（水）10時～12時 君田保健センター

２月16日（木）９時～12時 三次コミュニティセンター

若者の就労に向けた相談会 【要予約】
※電話でお申し込みください。

１月19日（木）・26日（木）
２月２日（木）
13時30分～15時30分

三次市福祉保健センター
ひろしま北部若者
サポートステーション
☎（082）516-6557

就職に向けたスキルアップ相談会
【対象】15歳～39歳の方
　　　�自分に合った就職活動の方法ほか。
※電話でお申し込みください。

２月８日（水）
13時30分～15時30分

ハローワーク三次
大会議室

無料
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●事例１　�インターネットを見ていると、突然「商品が登録注文されました」などと表示さ
れた画面に切り替わったので、画面にあった電話番号に連絡したところ、「商品
の注文が登録されています。代金を支払ってください」などと言われ、犯人から
言われるがまま、コンビニで現金を支払ってしまった。

●事例２　�市役所保険課を名乗る男から「医療費の還付金があります。２月に通知文を出し
ています。後ほど銀行から電話があります」などの電話があり、すぐに銀行の行
員を名乗る男から電話があり、ショッピングセンターにあるATMで振り込み手
続きをするよう指示された。

●事例３　�大手証券会社を名乗る男から「株取引をするため、名前を貸して欲しい」と電話
があり、これを了承した。後日、再度男から電話があり「あなたの名前ではこれ
まで取り引きがないので、取り引きの１割のお金を準備してください。お金は後
ほど返します」などと言われ、その後も弁護士を名乗る男などから再三、話を信
用させるような電話があった。

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル111Ch 　毎週水曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　１月 17 日・18 日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30 分スタート

三次の話題満載！

☎（0824）65-2211お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前� 定員：各10人
※受講料は無料ですが、テキスト代金が必要です。
※�申込締切日前でも募集定員になり次第締め切
らせていただきますのでご了承ください。

パソコン教室のお知らせ「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

※�パソコンはWindows10（アップグレード版）、タブレットはアップル社製iPadを
ご用意します。（パソコン・タブレットの持ち込みはご遠慮ください。）

十日市会場…三次ケーブルビジョン　１階

「あっちこっちクッキング！」
三次市食生活改善推進協議会・西部地区の皆さんが、

旬の野菜を使った料理を紹介します。
放送日　1月30日（月）17時45分頃～

※「あっちこっち三次」番組内

2
月

十日市
会　場

タブレット初歩コース

６日（月）～９日（木）14時～16時

地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署

特殊詐欺に注意！
～最近、市内であった特殊詐欺の手口をご紹介します～

問 三次警察署　☎（0824）64-0110　 （0824）64-0116

◆県警メールマガジン会員を募集中
　 　携帯電話のバーコード読み取り機能を使って、右のQRコードを読み取ってくだ
さい。県警メールマガジンでは、会員の皆さんにいち早く犯罪発生情報等をお知ら
せします。詳しい内容は、広島県警ホームページをご覧ください。

メールマガジン会員登録

電話でお金の話が出たら詐欺です。
すぐに110番通報してください！
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※�詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

申・問 広島県立みよし公園（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

広島県立みよし公園へ行こう！

ミズノ主催　バスケットボール教室
技術を磨いてライバルに差をつけよう！
と き 　毎週火曜日　19時～21時
対 象 　小学生～高校生
参 加 費 　初回は無料で体験！

　　　　　２回目から１回1,100円
※お得な回数券4,000円（４枚つづり）
　もあります。

ミズノ・スポーツ塾　（とび箱教室）
と き 　２月16日（木）

・幼児の部（年中・年長）
　17時～17時50分
・小学生の部（１～３年生）
　18時～18時50分
参 加 費 　１人800円

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

4日㈯ ・ソフトテニス広島県国体少年強化練習
・きんさい♪�フットサルリーグ2016

5日㈰ ・第６回ライスカップソフトバレーボール大会
・きんさい♪�フットサルリーグ2016

11日（土・祝） 三次インドアソフトテニス大会（ジュニアの部）
12日㈰ 三次インドアソフトテニス大会（一般の部）
14日㈫ 第99回ミズノ杯パークゴルフ大会
16日㈭ ミズノ・スポーツ塾（とび箱）
18日㈯ バレーボール指導者研修会
19日㈰ 中国フットサルリーグ参入戦
20日㈪ ガーデニング教室
21日㈫ PGともえ会月例会
24日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会

事行主月 なの2
25日㈯ ・第6回ミズノ杯エンジョイ！バレーボール大会

・きんさい♪�フットサルリーグ2016

26日㈰ ・第26回三次オープン卓球大会
・きんさい♪�フットサルリーグ2016

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
4日㈯・
18日㈯・25日㈯ ミズノ�ソフトテニススクール

5日㈰ 三次地区高等学校ソフトテニスインドア選手権大会
5日㈰・
11日（土・祝）・
13日㈪・19日㈰・
27日㈪

ミズノ�トラック＆フィールドクラブ

10日㈮ 三次高校校内マラソン大会

18日㈯・19日㈰ 第４回ニューシティライオンズクラブ旗争奪
少年野球大会

三次市体育協会・三次市陸上競技協会の主催により、
第42回の大会が開催されました。

幼児から大人まで168人の参加者の皆さんは、
600m（親子）・1000m（小学生）・3000m（中学生以
上）の３種目８組に分かれて、号砲とともにゴールに
向かって走り抜きました。会場は子どもたちの笑顔と
観覧席からの声援で、盛り上がっていました。

第42回��三次市民マラソン大会
（みよし運動公園陸上競技場特設コース）

3000ｍの部１組〔一般・女子（中・高校生）〕で、
手を取り合ってゴールする皆さん

公益社団法人三次市シルバー人材センター
本所（0824）62-7800 北部支所（0824）54-2941 南部支所（0824）43-4545

毎月20日（土日・祝日の場合､翌センター稼業日)
　午後１時30分より
　　入会説明会を行っています。

●あなたの経験をまちづくりに
●あなたの生きがいづくりに
●あなたの健康づくりに

シルバー世代の能力が、
　　　　期待されています！

これからも続く人生に、60代からの社会参加
会員になって働いてみませんか？

広告

公益社団法人三次市シルバー人材センター
本所☎（0824）62-7800 北部支所☎（0824）54-2941 南部支所☎（0824）43-4545

12 ３
（土）

   会員になって働いてみませんか？
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明けましておめでとうございます。
今年の干

え と
支（十

じ ゅ う に し
二支）は「酉

とり
」。ちなみに、市の鳥にはセグロ

セキレイとブッポウソウが制定されています。７ページで紹
介しました「冬鳥観察会」では、セグロセキレイも姿を現しま
した。野鳥の観察は、双眼鏡をのぞくことに集中するだけで
なく、「チッチッ」などと聞こえてくる鳴き声に耳を傾けるこ
とも、その楽しみ方の一つのようです。私たちは鳥のように
空高く飛ぶことはできませんが、今年は鳥になった気分でい
ろいろなことを眺めてみませんか! 新たな発見の年になるか
もしれません。幸

編集後記

行　事　名 と　き 対　　象
市
（中央館）
立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

※場所はいずれも２階（畳コーナー）です。
このほんだいすき
ぷーさんの会 ２月� 4日（土）　10：30～ 乳幼児から

ぐるんぱ ２月� 8日（水）　10：30～ 乳幼児から
紙芝居劇団「ことり」 ２月11日（土・祝）10：30～ 幼児から
たんぽぽ ２月18日（土）　14：00～ 幼児から
あかちゃんと絵本の森 ２月22日（水）　10：30～ 乳幼児から
トトロの読みかたり ２月25日（土）　15：00～ 乳幼児から
君田図書館　　☎・ （0824）53-7050
ばんびのお話し広場 ２月25日（土）　10：30～ 幼児から
布野図書館　　☎・ （0824）54-2288
絵本の会｢空色のたね｣ ２月11日（土・祝）10：30～ 幼児から
作木図書館　　☎・ （0824）55-2610
絵本の会｢どんぐり｣ ２月� 9日（木）　15：15～ 幼児から
吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513
おはなし広場 ２月� 4日（土）　10：30～ 幼児から一般
三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506
おはなし会 ２月21日（火）　10：30～ 乳幼児から
三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 ２月� 2日（木）　� 9：30～ 一般
絵本の広場 ２月18日（土）　14：00～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ２月22日（水）　10：30～ 乳幼児

甲奴図書館　　☎（0847）67-3532　 （0824）67-3538
｢へびくんのおさんぽ｣
のおはなし会 ２月18日（土）　10：00～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。

問 市立図書館（中央館）
 　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

おはなし音楽会　もっと！
は～るよ来い♪
三次市にゆかりのある
音楽家たちと一緒に、親
子でお話と音楽に親しん
でみませんか！
エレクトーン・フルー
ト・トロンボーンなど、
いろいろな楽器の音を聴
くことができる楽しいコ
ンサートです。

●と　き　２月26日（日）13時30分～約１時間
●ところ　三次市民ホールきりり サロンホール
●対　象　幼児～
●定　員　150人
●参加費　無料
　※市内各図書館で整理券を配布中です。

詳しくは、お問い合わせください。
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人口総数………………………54,013人（－53人）

男………………………………25,613人（－25人）

女………………………………28,400人（－28人）

世帯総数………………… 23,652世帯（－16世帯）

人口の動き 12月21日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

本庁本館前 0.108 吉舎支所前 0.116
君田支所前 0.116 三良坂支所前 0.110
布野支所前 0.134 三和支所前 0.124
作木支所前 0.138 甲奴支所前 0.116
※�測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

12月の放射線量 12月21日（水）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数………………………… 874人
月間有効求人数………………………… 1,567人
月間有効求人倍率……………………… 1.79倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

11月の求人・求職状況 ハローワーク三次

図書館ニュース 2月

※納付相談はいつでも気軽にご連絡ください。
【納付方法について】収納課収納係 ☎（0824）62-6127

▶介護保険料（普通徴収８期）
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収７期）
【保険料の内容について】市民課保険年金係 ☎（0824）62-6134

１月の納付 納期限は
１月31日（火曜日）です

【課税内容について】課税課市民税係 ☎（0824）62-6122
▶国民健康保険税（普通徴収７期）

気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

降水量…………………………………… 51.0㎜
平均気温…………………………………… 5.7℃
最高気温………………………… 16.0℃（３日）
最低気温………………… －0.8℃（12・17日）

12月の気象

※�12月１日～ 21日の気象データに基づく数値



あなたのとっておきの「お宝」を鑑定してもらいませんか。時代、ジャンルは問いません。これはという「お宝」をぜひご応募ください。

申込書に必要事項を記入のうえ、鑑定品の写真を添付し、
下記の受付まで郵送または持参してください。
※一人何点でもご応募できます。

●応 募 締 切　3月31日（金）最終日の消印有効
●抽選結果発表　4月中旬（返信用はがきにて）

名前

名前

電話番号：

●と　き　5月7日（日）
●ところ　
　　　　　開場▶12時　開演▶13時

観覧ご希望の方は、往復はがきに必要事項を記入のうえ、
ご応募ください。応募者多数の場合は抽選となります。
当選したはがき１枚につき２人まで入場できます。
※往復はがき以外でのご応募は無効となります。

●応募方法（往復はがきの記入要領）

問 三次市民ホールきりり　☎（0824）62-2222　 （0824）62-2230

 hisyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

 http://w
w

w
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